入札参加資格審査申請書


                                                       　　令和５年　　月　　日


　　北海道知事　鈴木　直道　様　


（申請者）
                                   所　　在　　地
会　　社　　名
                                   代表者職・氏名


　令和５年北海道告示第１１４６４号の北海道が発注する公用車に係る自動車保険契約に関する競争入札に参加したいので、指定の書類を添えて入札参加資格の審査を申請します。
　なお、この申請書及び添付書類のすべての記載事項は、事実と相違ないことを誓約します。

記

１　私は、次のいずれにも該当する者であることを申し出ます。
[bookmark: _GoBack]  （１）地方自治法施行令第167条の４第１項各号に掲げる者（未成年者、被保佐人又は被補助人であって、契約締結のために必要な同意を得ている者は含まれない。）でないこと。
  （２）地方自治法施行令第167条の４第２項の規定により競争入札への参加を排除されている者でないこと。
  （３）道が行う指名競争入札に関する指名を停止されていないこと。
  （４）暴力団関係事業者等であることにより、道が行う競争入札への参加を除外されていないこと。
  （５）暴力団関係事業者等でないこと
（６）次に掲げる税を滞納している者でないこと。
     ア 道税（個人道民税及び地方消費税を除く。以下同じ。）
　　 イ 本店が所在する都府県の事業税（道税の納税義務がある場合を除く。）
　　 ウ 消費税及び地方消費税
（７）次に掲げる届出の義務を履行していない者でないこと（当該届出の義務がない場合を　　　　　　　　　　　　
除く。）。
　　 ア 健康保険法（大正11年法律第70号）第48条の規定による届出
　　 イ 厚生年金保険法（昭和29年法律第115号）第27条の規定による届出
     ウ 雇用保険法（昭和49年法律第115号）第７条の規定による届出
（８）保険業法（平成７年法律第105号）及びその他の法律に基づき、損害保険事業の免許　　　　　　　　　　　　
　　　又は自動車共済事業の承認・許可を受けているものであること。
　（９）損害保険料率算定機構の会員であること。
（10）北海道内６圏域（道央（石狩・後志・空知・胆振・日高）、道南（渡島・檜山）、
道北（上川・留萌・宗谷）、オホーツク、十勝、釧路・根室）に直営の事故対応拠点（
サービスセンター、損害調査拠点等）を１ヵ所以上有していること。
　 (11)保険金等の支払能力について、ソルベンシーマージン比率が200％以上あること。　　　


３　添付書類
  （１）前記１(４)(５)関係  誓約書
（２）前記１(６)関係　　　納税証明書（原本又は写し）
　　　　　　　　　　　　　　ア　道税（道が賦課徴収するものに限る。）
道税事務所、総合振興局（振興局）が発行する「道税につ
いて滞納がないこと」を証明するもの。
イ　消費税及び地方消費税に滞納がないことを証明するもの。
ウ　道に納税義務がない場合
本店所在の都府県が発行する事業税に滞納がないことを証明するもの。
　　　　　　　　　　　　　　※　いずれも申請書提出日から遡及し、３ヶ月以内に発行され
たもの。　　　　　　　
  （３）前記１(７)関係　　　次に掲げる社会保険等の届出義務を履行している事実を証する
書類（届出義務がないものについては、社会保険等適用除外申出
書）
　ア　健康保険法（大正11年法律第70号）
　　　第48条の規定による届出
　イ　厚生年金保険法（昭和29年法律第115号）
　　　第27条の規定による届出
　ウ　雇用保険法（昭和49年法律第116号）
　　　第７条の規定による届出
（４）前記１(８)関係　　　損害保険業の免許又は自動車共済事業の承認、認可を受けてい
ることを証する書類
（５）前記１(９)関係　　　機構会員であることを証する書類
（６）前記１(10)関係　　ア　登記事項証明書
（申請書提出日から遡及し、３ヶ月以内に発行されたもの。）
                      　  （本店以外の場合は、札幌市の法人市民税領収証書の写しを添付。）
　　　　　　　　　　　　　イ　最新のディスクロージャー誌等、圏域毎の事故拠点の場所を証する書類
　（７）前記１(11)関係　　ア　財務諸表（直近のもの）
　　　　　　　　　　　　　イ　保険金等の支払い能力の状況（ソルベンシーマージン比率）を証する書類
 
４　担当者
	所　　　属
	氏　　　　名
	連絡先（電話番号）

	
	
	



注1） 　申請者の押印は省略を可能とする。
注2） 　担当者の所属・氏名・連絡先は必ず記載すること。
注３）　この申請書には、返信用封筒として、表に申請者の住所・氏名を記載し、簡易書留料金分を加えた料金（434円）の切手を貼った封筒を併せて提出すること。　
